
(57)【要約】

【課題】改良型固定システムを備えた自動推進式内視鏡

装置を提供すること。

【解決手段】予め定められた前進方向へ体腔内を実質的

に尺取虫運動で自律的に移動するのに適した内視鏡装置

であって、前端部分２と後端部分３の２つの端部分間に

延びる可変長管状体１を含み、前端部分２及び後端部分

３がそれぞれ、それぞれ管状体への圧縮空気の注入及び

管状体内での真空の生成の結果として起こる、管状体１

の対応する軸方向の収縮及び伸長と同期させて、それら

の端を体腔壁に一時的に交互に固定するための固定手段

４を含む内視鏡装置。多チャネル支持体７上を軸方向に

滑動する固定手段４の可動性のジョー４ｂの空気圧アク

チュエータ５が配置され、多チャネル支持体７には、体

腔の周囲の組織を固定手段４内へ引き込むのに適した真

空を生み出すために少なくとも１つの吸引穴１０が形成

される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 予 め 定 め ら れ た 前 進 方 向 へ 体 腔 内 を 自 律 的 に 移 動 す る の に 適 し た 内 視 鏡 装 置 に お い て 、
前 端 部 分 （ ２ ） と 後 端 部 分 （ ３ ） の ２ つ の 端 部 分 間 に 延 び る 可 変 長 管 状 体 （ １ ） を 含 み 、
前 記 前 端 部 分 （ ２ ） 及 び 前 記 後 端 部 分 （ ３ ） が そ れ ぞ れ 、 そ れ ぞ れ 前 記 管 状 体 （ １ ） へ の
圧 縮 空 気 の 注 入 及 び 前 記 管 状 体 （ １ ） 内 で の 真 空 の 生 成 の 結 果 と し て 起 こ る 、 前 記 管 状 体
（ １ ） の 対 応 す る 軸 方 向 の 伸 長 及 び 収 縮 と 同 期 さ せ て 、 前 記 端 を 前 記 体 腔 の 壁 に 一 時 的 に
交 互 に 固 定 す る た め の 固 定 手 段 （ ４ ） と 、 前 記 固 定 手 段 （ ４ ） を 作 動 さ せ る た め の 空 気 圧
ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 （ ５ ） と を 含 み 、 前 記 固 定 手 段 が 、 固 定 さ れ た ジ ョ ー （ ４ ａ ） と 、 前
記 ア ク チ ュ エ ー タ 手 段 （ ５ ） に 接 続 さ れ 、 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 （ ７ ） 上 を 軸 方 向 に 滑 動 す る
可 動 性 の ジ ョ ー （ ４ ｂ ） と を 含 み 、 前 記 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 （ ７ ） に 、 少 な く と も １ つ の 吸
引 穴 （ １ ０ ） が 形 成 さ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 前 記 ２ つ の ジ ョ ー （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） 間 に 、 前
記 体 腔 の 周 囲 の 組 織 を 前 記 ２ つ の ジ ョ ー 間 に 引 き 込 む の に 適 し た 適 当 な 真 空 が 生 成 さ れ 、
こ の よ う に し て 、 前 記 体 腔 の 前 記 周 囲 の 組 織 を 、 一 端 の 前 記 ジ ョ ー 間 と 他 端 の 前 記 ジ ョ ー
間 に 一 時 的 に 交 互 に 把 持 す る こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 吸
引 穴 （ １ ０ ） の と こ ろ に 、 前 記 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 （ ７ ） の 表 面 か ら 間 隔 を あ け て 、 前 記 多
チ ャ ネ ル 支 持 体 （ ７ ） と 同 軸 に 、 均 等 に 穿 孔 さ れ た ダ イ ア フ ラ ム （ １ ２ ） が 配 置 さ れ 、 前
記 穿 孔 の 幅 が 前 記 吸 引 穴 の 幅 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ダ イ ア フ ラ ム （ １ ２ ） が 、 そ の 上 に 複 数 の 縦 開 口 （ １ ３ ） が 形 成 さ れ た 側 面 （ １ ６
） を 有 す る 中 空 の 円 筒 部 材 （ １ ２ ） に よ っ て 形 成 さ れ 、 前 記 開 口 の 幅 が 前 記 穴 （ １ ０ ） の
幅 よ り も 小 さ く 、 前 記 開 口 が 前 記 面 に 沿 っ て 均 等 に 分 布 し た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 円 筒 部 材 （ １ ２ ） 上 に 、 前 記 側 面 の 中 間 位 置 か ら 延 び る 少 な く と も １ つ の 外 周 リ ブ
（ １ ４ ） が 提 供 さ れ た 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 外 周 リ ブ （ １ ４ ） が 比 較 的 に 軟 か い 材 料 で で き て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 円 筒 形 部 材 （ １ ２ ） が 、 環 状 ダ イ ア フ ラ ム （ １ ６ ） 並 び に 前 記 ダ イ ア フ ラ ム の 周 縁
か ら 半 径 方 向 内 側 へ 延 び る ２ つ の フ ラ ン ジ （ １ ７ ） に よ っ て 形 成 さ れ た 、 請 求 項 ２ 、 ３ 及
び ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 円 筒 形 部 材 （ １ ２ ） が 、 前 記 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 （ ７ ） 上 に 圧 力 ば め に よ っ て 取 り 付
け ら れ て お り 、 前 記 円 筒 形 部 材 （ １ ２ ） が 、 前 記 支 持 体 上 に 形 成 さ れ た シ ョ ル ダ （ １ ８ ）
に 当 接 し た 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 縦 開 口 （ １ ３ ） の 幅 が 前 記 穴 （ １ ０ ） の 直 径 の 半 分 よ り も 小 さ い 、 請 求 項 １ か ら ６
ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 可 変 長 管 状 体 （ １ ） が 、 そ の 長 さ に わ た っ て 分 布 し 、 そ の 半 径 方 向 に は か な り 剛 性
に 富 み 、 そ の 軸 方 向 に は 柔 軟 な 強 化 構 造 （ １ ９ ） を 含 む 弾 性 材 料 で で き て い る 、 請 求 項 １
か ら ７ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 管 状 体 腔 内 、 特 に 、 こ れ に 限 ら な い が 胃 腸 管 内 を 移 動 す る た め の 内 視 鏡 装 置
で あ っ て 、 い わ ゆ る 尺 取 虫 運 動 に よ っ て 予 め 定 め ら れ た 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 内 視
鏡 装 置 の 改 良 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 よ り 詳 細 に は 本 発 明 は 、 移 動 効 率 を 向 上 さ せ る こ と を 主 目 的 と し た 、 前 述 の タ イ プ の 内
視 鏡 装 置 を 体 腔 壁 に 固 定 す る シ ス テ ム の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 手 術 手 技 又 は 診 断 手 技 用 の 内 視 鏡 装 置 は 既 に 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 装 置 は 外 科 医 が 操
作 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 外 科 医 は 、 患 者 の 体 内 で の 装 置 の 前 進 運 動 を こ の 装 置 に 直
接 に 与 え る 。 こ れ ら の 装 置 は 一 般 に 、 さ ま ざ ま な 手 技 を 完 了 す る た め に そ れ ぞ れ の 機 会 に
お い て 必 要 な 手 術 用 及 び ／ 又 は 診 断 用 の 器 具 、 例 え ば マ イ ク ロ ア ー ム 、 マ イ ク ロ カ メ ラ 及
び ／ 又 は レ ー ザ ・ エ ミ ッ タ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の タ イ プ の 内 視 鏡 装 置 で あ り な が ら 、 患 者 の 体 腔 内 を 自 律 的 又 は 半 自 律 的 に 移 動 す る
こ と が で き る 内 視 鏡 装 置 が 、 例 え ば Ｕ Ｓ － Ａ － ５ ３ ９ ８ ６ ７ ０ 、 Ｕ Ｓ － Ａ － ５ ９ ０ ６ ５ ９
１ 及 び Ｗ Ｏ ０ ２ ／ ０ ６ ８ ０ ３ ５ に 記 載 さ れ て い る 。 こ れ ら の 文 献 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 装 置
は 実 質 的 に 、 ２ つ の 端 部 分 を 有 す る 可 変 長 管 状 体 か ら な り 、 装 置 の 前 進 運 動 を 可 能 に す る
た め に 前 端 部 分 及 び 後 端 部 部 分 は 、 前 記 前 端 部 分 及 び 後 端 部 分 が 体 腔 、 例 え ば 腸 管 の 壁 に
一 時 的 に 交 互 に 付 着 す る こ と を 可 能 に す る 固 定 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 上 記 文 献 に 記 載 さ れ た 内 視 鏡 装 置 の 可 変 長 管 状 体 は 蛇 腹 （ ｂ ｅ ｌ ｌ ｏ ｗ ｓ
） 形 管 状 体 の 形 態 を と り 、 し た が っ て 、 管 状 体 内 へ の 空 気 の 注 入 及 び 管 状 体 内 の 空 気 の 吸
入 の 結 果 と し て 伸 長 及 び 収 縮 す る こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 伸 長 段 階 中 に 圧 縮 空 気
に よ っ て 蛇 腹 が 加 圧 さ れ て 、 注 入 さ れ た 圧 力 に 比 例 し た 伸 長 を 達 成 し 、 蛇 腹 内 の 圧 力 を あ
る 真 空 度 が 生 み 出 さ れ る ま で 次 第 に 低 減 さ せ る こ と に よ っ て 、 蛇 腹 は 収 縮 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 出 願 Ｐ Ｃ Ｔ 　 Ｗ Ｏ ０ ２ ／ ０ ６ ８ ０ ３ ５ 号 で は 、 装 置 の 前 端 部 分 及 び 後 端 部 分 に
結 合 さ れ た ク ラ ン プ 手 段 に よ っ て 装 置 が 体 腔 壁 に 固 定 さ れ 、 こ の ク ラ ン プ 手 段 は 、 外 部 の
制 御 ユ ニ ッ ト に よ り 、 蛇 腹 形 管 状 体 の 連 続 す る 伸 長 及 び 収 縮 と 同 期 を と っ て 選 択 的 に 起 動
さ れ る 。 前 述 の ク ラ ン プ 手 段 は 空 気 圧 作 動 手 段 に よ っ て 起 動 さ れ 、 前 述 の 文 献 に 記 載 さ れ
た 好 ま し い 実 施 例 で は こ の 手 段 も 蛇 腹 形 の 部 材 か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は ク ラ ン プ 手 段 が 、 空 気 圧 に よ っ て 作 動 す る 可 動 部 材 及 び 固 定 部 材 を 含 む
。 可 動 部 材 は 、 固 定 部 材 に 向 か っ て 移 動 し 、 体 腔 の 境 界 を な す 組 織 を 捕 捉 し 、 移 動 に 必 要
な 把 持 を 達 成 す る 。 こ れ ら の ２ つ の 部 材 間 に 組 織 を 引 き 込 む こ と を 可 能 に す る た め 、 ２ つ
の 部 材 間 に 周 囲 組 織 を 落 ち 込 ま せ る 局 所 化 さ れ た 真 空 が ２ つ の 部 材 間 に 生 み 出 さ れ る 。 こ
の 真 空 は 、 こ れ ら の ２ つ の 把 持 部 材 間 に 形 成 さ れ た 、 外 部 の 吸 入 シ ス テ ム と 連 絡 し た 穴 を
通 し た 吸 入 に よ っ て 生 み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 出 願 Ｗ Ｏ ／ ０ ２ ／ ０ ６ ８ ０ ３ ５ 号 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 に 提 供 さ れ た 固 定 シ ス テ ム に
見 ら れ る 第 １ の 問 題 は 、 局 所 化 さ れ た 真 空 を 生 み 出 す た め に 、 空 気 と 一 緒 に 破 片 も 吸 引 さ
れ る 可 能 性 が あ る こ と で あ り 、 破 片 が 吸 引 穴 よ り も サ イ ズ が 大 き い 場 合 に は 、 吸 引 穴 を 塞
ぐ 可 能 性 が あ り 、 そ れ に よ っ て ２ つ の 把 持 部 材 間 に 周 囲 の 組 織 が 落 ち 込 む こ と を 妨 げ 、 体
腔 壁 へ の 装 置 の 固 定 動 作 を 部 分 的 に 又 は 完 全 に 無 効 に す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 の 問 題 は 、 ２ つ の 把 持 部 材 間 に 落 ち 込 ん だ 組 織 が 吸 引 穴 に 達 し た と き に 、 吸 引 穴 が 塞
が れ 、 そ の た め 、 周 囲 の 組 織 の 一 部 分 し か ２ つ の 把 持 部 材 間 に 効 果 的 に 吸 引 さ れ な い こ と
で あ る 。 そ の 結 果 、 組 織 は 不 完 全 に 把 持 さ れ 、 こ の こ と は 移 動 段 階 に 役 立 た な い 可 能 性 が
あ る 。 す な わ ち 、 内 視 鏡 装 置 の 管 状 体 の 伸 長 又 は 収 縮 段 階 中 に 、 組 織 が 装 置 か ら 外 れ 、 そ
の 結 果 、 装 置 の 前 端 又 は 後 端 に よ る 把 持 が 損 な わ れ 、 そ れ に よ っ て 効 率 の 悪 い 移 動 が 生 じ
る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 さ ら に 、 組 織 が 吸 引 穴 に 達 す る と 、 前 記 穴 に 組 織 の 一 部 が 入 り 込 む こ と に よ る 穴 の 閉 塞
が 起 こ る 。 管 状 体 の 伸 長 又 は 収 縮 段 階 全 体 を 通 し て 続 く 長 い 吸 引 動 作 及 び そ の 高 い 強 度 （
－ ０ ． ７ バ ー ル ） の た め 、 穴 の 縁 が 粘 膜 及 び そ の 下 の 組 織 層 を 傷 つ け る 可 能 性 が あ り 、 そ
の 結 果 と し て 発 赤 、 時 に 出 血 を 起 こ す 可 能 性 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 特 許 出 願 Ｗ Ｏ ／ ０ ２ ／ ０ ６ ８ ０ ３ ５ 号 に 記 載 の 体 腔 内 に お け る
自 律 的 な 移 動 に 適 し た 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 装 置 の 前 端 及 び 後 端 の 体 腔 壁 へ の 一 時 的 な 交
互 の 固 定 が 安 定 で あ り 、 例 え ば 吸 引 穴 の 閉 塞 を 防 ぐ た め に 前 記 端 部 の 外 周 全 体 に 均 等 に 分
布 し た 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 体 腔 壁 へ の そ の 端 部 の 固 定 が 、 固 定 動 作 に 関 与 す る 組 織 の 損 傷 の
危 険 な し に 実 施 さ れ る 、 前 述 の タ イ プ の 内 視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ ら の 目 的 は 、 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ 、 そ の 主 要 な 特 徴 は 請 求
項 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 の 主 要 な 特 徴 は 、 固 定 手 段 の 可 動 部 材 が そ の 上 を 滑 動 し 、 吸
引 穴 が そ の 中 に 形 成 さ れ た 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 上 に 、 前 記 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 の 表 面 か ら 間 隔
を あ け て 、 均 等 に 穿 孔 さ れ た 同 軸 の ダ イ ア フ ラ ム が 配 置 さ れ 、 穿 孔 の 幅 が 吸 引 穴 の 幅 よ り
も 小 さ い こ と に あ る 。 好 ま し い 一 実 施 例 で は 、 ダ イ ア フ ラ ム が 、 そ の 側 面 に 複 数 の 縦 開 口
が 形 成 さ れ た 中 空 の 円 筒 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 こ の 縦 開 口 は 、 前 記 穴 の 幅 よ り も 小 さ な
幅 を 有 し 、 前 記 面 上 に 均 等 に 分 布 し て い る 。 円 筒 部 材 は し た が っ て 、 フ ィ ル タ 、 吸 引 効 果
の 分 配 装 置 、 及 び 吸 引 穴 か ら 組 織 を 分 離 す る ス ペ ー サ の ３ つ の 機 能 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 の そ の 他 の 特 徴 及 び 利 点 は 、 非 限 定 的 な 例 と し て 与 え ら れ る
本 発 明 の 一 実 施 例 の 以 下 の 説 明 に よ っ て よ り 明 ら か に な ろ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 は 、 ２ つ の 端 部 分 、 す な わ ち 前 端 部 分 ２
と 後 端 部 分 ３ の 間 に 延 び る 可 変 長 管 状 体 １ を 含 み 、 こ の 前 端 及 び 後 端 は 、 矢 印 に よ っ て 指
示 さ れ た 体 腔 内 で の 装 置 の 前 進 方 向 に つ い て 言 う 。
　 明 ら か に こ の 装 置 は 体 腔 内 を 前 進 及 び 後 退 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 知 ら れ て い る 方 法 で 装 置 の 移 動 を 可 能 に す る た め に 、 前 端 ２ 及 び 後 端 ３ は 、 そ れ に よ っ
て 装 置 が 体 腔 の 壁 に 一 時 的 に 交 互 に 付 着 す る 固 定 手 段 ４ 、 具 体 的 に は ク ラ ン プ 型 の 固 定 手
段 ４ を 含 む 。 よ り 具 体 的 に は 、 こ の 移 動 が 、 空 気 圧 に よ っ て 達 成 さ れ る 管 状 体 １ の 伸 長 と
収 縮 の 交 替 の 結 果 と し て 達 成 さ れ 、 こ の と き 、 後 端 ３ 又 は 前 端 ２ は そ れ ぞ れ 、 そ れ ぞ れ の
固 定 手 段 ４ に よ っ て 体 腔 に 一 時 的 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 管 状 体 １ の 伸 長 及 び 収 縮 は そ れ ぞ れ 、 管 状 体 の 内 室 を 加 圧 し 又 は 減 圧 す る こ と に よ っ て
達 成 さ れ る 。 こ の 目 的 の た め 、 管 状 体 １ は 、 例 え ば 特 許 出 願 Ｗ Ｏ ／ ０ ２ ／ ０ ６ ８ ０ ３ ５ に
記 載 さ れ て い る 蛇 腹 構 成 を 有 す る こ と が で き 、 又 は 、 好 ま し く は 、 同 じ 出 願 人 名 義 の 欧 州
特 許 出 願 Ｅ Ｐ ０ ５ ４ ２ ５ ８ ５ ４ 号 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 管 状 体 １ が 、 そ の 長 さ に わ た
っ て 分 布 し 、 そ の 半 径 方 向 に は か な り 剛 性 に 富 み 、 そ の 軸 方 向 に は 柔 軟 な 強 化 構 造 を 含 む
弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は こ の 強 化 構 造 が 、 前 述 の 欧 州 特 許
出 願 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 シ リ コ ー ン 管 ２ ０ の 中 に 組 み 込 ま れ た ば ね １ ９ 、 好 ま し く
は 相 対 す る 巻 線 の 回 転 方 向 が 逆 向 き の 一 対 の 連 続 同 軸 ば ね か ら な る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 の 前 端 ２ 及 び 後 端 ３ に 配 置 さ れ る ク ラ ン プ 型 の 固 定 手 段 ４ は
、 管 状 体 １ と 同 じ 方 法 で 作 る こ と が で き る そ れ ぞ れ の 空 気 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ５ に よ っ て 操
作 さ れ る 。 後 端 ３ は 、 圧 縮 空 気 を 管 状 体 １ に 注 入 す る た め の 管 、 又 は 管 状 体 １ 内 に 真 空 を
生 み 出 す た め の 管 を 含 む サ ー ビ ス 管 を 運 ぶ 管 ６ に よ っ て 、 外 部 制 御 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ て
お り 、 こ の よ う に し て 装 置 の 移 動 の た め に 必 要 な 管 状 体 １ の 伸 長 及 び 収 縮 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ 及 び ３ に よ り 詳 細 に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 端 ２ に 関 し て （ 後 端 ３ も 同 じ で あ る ）
、 ク ラ ン プ 固 定 手 段 ４ は 、 実 質 的 に 円 形 の 一 対 の ジ ョ ー （ ｊ ａ ｗ ） ４ ａ 及 び ４ ｂ に よ っ て
形 成 さ れ て お り 、 第 １ の ジ ョ ー ４ ａ は 固 定 さ れ て お り 、 第 ２ の ジ ョ ー ４ ｂ は 第 １ の ジ ョ ー
４ ａ に 対 し て 可 動 で あ る 。 具 体 的 に は 可 動 性 の ジ ョ ー ４ ｂ は 、 端 部 ２ を 管 状 体 １ に 軸 方 向
に 接 続 す る 接 続 フ ラ ン ジ ８ か ら 垂 直 に 延 び る 図 ３ 及 び ４ に 示 さ れ て い る 多 チ ャ ネ ル 支 持 体
７ 上 に 、 滑 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 ７ は 簡 単 の た め 図 面 で は
中 実 体 と し て 示 さ れ て い る が 、 実 際 に は 、 ア ク チ ュ エ ー タ 流 体 の 移 動 、 Ｔ Ｖ カ メ ラ の 洗 浄
、 電 気 ケ ー ブ ル の 通 過 及 び 他 の 補 助 的 サ ー ビ ス 用 の い く つ か の 軸 方 向 の チ ャ ネ ル を 有 す る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 蛇 腹 ９ と し て 図 化 さ れ て い る が 、 前 述 の 欧 州 特 許 出 願 Ｅ Ｐ ０ ５ ４ ２ ５ ８ ５ ４ に 記 載 さ れ
て い る よ う に 弦 巻 ば ね を 含 む シ リ コ ー ン 材 料 か ら 製 作 す る こ と も で き る ク ラ ン プ 手 段 ４ の
空 気 圧 ア ク チ ュ エ ー タ ５ は 、 フ ラ ン ジ ８ と ジ ョ ー ４ ｂ の 間 に 配 置 さ れ る 。 ア ク チ ュ エ ー タ
５ の 加 圧 又 は 減 圧 は 、 蛇 腹 ９ 又 は 代 替 の 強 化 弾 性 パ イ プ の 伸 長 又 は 収 縮 に 対 応 し 、 蛇 腹 ９
又 は 強 化 弾 性 パ イ プ の 伸 長 又 は 収 縮 は 、 可 動 性 の ジ ョ ー ４ ｂ の 一 方 向 又 は 反 対 方 向 の 滑 動
、 及 び そ の 結 果 と し て の 固 定 手 段 ４ の 閉 鎖 又 は 開 放 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 ７ に は 、 ジ ョ ー ４ ａ と ジ ョ ー ４ ｂ の ほ ぼ 中 間 に 吸 引 穴 １ ０ が 形 成 さ れ
て お り 、 吸 引 穴 １ ０ は 、 管 路 １ １ を 介 し て 、 図 示 さ れ て い な い 外 部 吸 引 ユ ニ ッ ト と 連 絡 し
て い る 。 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 ７ 上 の 吸 引 穴 １ ０ に は 、 円 周 方 向 に 均 等 に 分 布 し た 複 数 の 縦 開
口 １ ３ を 側 面 に 有 す る 管 状 円 筒 体 １ ２ 又 は フ ィ ル タ が 配 置 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ １ ２ の 側
面 の 中 間 に は 、 比 較 的 に 軟 か い 材 料 、 例 え ば Ｓ ｈ ｏ ｒ ｅ 　 Ａ ５ ０ シ リ コ ー ン か ら 形 成 さ れ
た 外 周 リ ブ （ ｐ ｅ ｒ ｉ ｍ ｅ ｔ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｒ ｉ ｂ ｂ ｉ ｎ ｇ ） １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ 及 び ５ に 詳 細 に 示 す よ う に 、 管 状 円 筒 体 １ ２ 又 は フ ィ ル タ は 、 縦 開 口 １ ３ が そ の 上
に 形 成 さ れ た 環 状 ダ イ ア フ ラ ム １ ６ 、 及 び ダ イ ア フ ラ ム １ ６ の 周 縁 か ら そ の 内 部 に 向 か っ
て 半 径 方 向 に 延 び る ２ つ の フ ラ ン ジ １ ７ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 フ ィ ル タ １ ２ は 多 チ ャ
ネ ル 支 持 体 ７ 上 に 圧 力 ば め に よ っ て 取 り 付 け ら れ て お り 、 そ れ に よ っ て そ の 半 径 方 向 の フ
ラ ン ジ １ ７ の １ つ が シ ョ ル ダ （ ｓ ｈ ｏ ｕ ｌ ｄ ｅ ｒ ） １ ８ と 当 接 し て 、 フ ィ ル タ １ ２ を 吸 引
穴 １ ０ と 整 列 さ せ る 。 半 径 方 向 の ２ つ の フ ラ ン ジ １ ７ は 、 ダ イ ア フ ラ ム １ ６ と 管 状 部 材 ７
の 表 面 と の 間 に 室 １ ５ を 形 成 す る 、 そ れ ら の 間 の ス ペ ー サ の 働 き も す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ れ ぞ れ の 縦 開 口 １ ３ の 幅 は 、 管 路 １ １ の 吸 引 穴 １ ０ の 直 径 の 半 分 よ り も 小 さ く 、 そ の
た め 、 フ ィ ル タ １ ２ を 通 過 し た 破 片 は 吸 引 管 路 １ １ を 閉 塞 し な い 。 一 方 、 単 一 の 開 口 よ り
も サ イ ズ が 大 き な 破 片 が そ の 開 口 を 塞 ぐ 可 能 性 が あ る が 、 そ れ は 、 吸 引 動 作 に と っ て 有 害
な も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 フ ィ ル タ １ ２ の ダ イ ア フ ラ ム １ ６ と 多 チ ャ ネ ル 支 持 体 ７ の 間 に 室 １ ５ が あ る た め 、 吸 引
穴 １ ０ を 通 し て 発 揮 さ れ る 吸 引 は 、 室 １ ５ 内 、 フ ィ ル タ １ ２ の 開 口 １ ３ 内 、 フ ィ ル タ の 外
側 で 実 質 的 に 均 一 に 分 布 す る 。 こ の よ う に す る と 、 吸 引 に よ っ て ２ つ の ジ ョ ー ４ ａ と ４ ｂ
の 間 に 引 き 込 ま れ た 体 腔 の 組 織 が 開 口 １ ３ の １ つ に 到 達 し て も 、 全 て の 開 口 を 組 織 が 閉 塞
す る ま で 吸 引 動 作 は 中 断 さ れ な い 。 こ の 状 況 は 、 ２ つ の ジ ョ ー 間 に 周 囲 の 組 織 が 均 等 に 落
ち 込 み 、 効 果 的 な 移 動 ス テ ッ プ に 必 要 な 均 等 な 把 持 が 達 成 さ れ る 望 ま し い 状 況 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ィ ル タ １ ２ 上 の 中 間 外 周 リ ブ １ ４ の 存 在 は 、 吸 引 動 作 を 継 続 し て い る 場 合 で あ っ て も
、 体 腔 の 組 織 が 開 口 １ ３ 内 に 落 ち 込 む こ と を 防 ぎ 、 そ れ に よ っ て 粘 膜 に 対 す る 損 傷 の 危 険
を 排 除 し 、 又 は 粘 膜 に 対 す る 損 傷 の 危 険 を と も か く も 最 小 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 基 づ く 改 良 型 内 視 鏡 装 置 に は 、 前 記 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 範 囲
か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 変 更 及 び ／ 又 は 修 正 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 基 づ く 改 良 型 内 視 鏡 装 置 の 概 略 全 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 前 端 部 の 縦 方 向 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 III－ IIIに 沿 っ た 本 発 明 に 基 づ く 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 線 IV－ IVに 沿 っ た 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 の 前 端 部 の 縦 方 向 拡 大 断 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 基 づ く 内 視 鏡 装 置 に お い て 使 用 さ れ る フ ィ ル タ 体 の 透 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 管 状 体
　 ２ 　 前 端 部 分
　 ３ 　 後 端 部 分
　 ４ 　 固 定 手 段
　 ４ ａ 　 ジ ョ ー
　 ４ ｂ 　 ジ ョ ー
　 ５ 　 空 気 圧 ア ク チ ュ エ ー タ
　 ６ 　 管
　 ７ 　 多 チ ャ ネ ル 支 持 体
　 ８ 　 接 続 フ ラ ン ジ
　 ９ 　 蛇 腹
　 １ ０ 　 吸 引 穴
　 １ １ 　 管 路
　 １ ２ 　 管 状 円 筒 体 又 は フ ィ ル タ
　 １ ３ 　 縦 開 口
　 １ ４ 　 外 周 リ ブ
　 １ ５ 　 室
　 １ ６ 　 環 状 ダ イ ア フ ラ ム
　 １ ７ 　 フ ラ ン ジ
　 １ ８ 　 シ ョ ル ダ
　 １ ９ 　 ば ね
　 ２ ０ 　 シ リ コ ー ン 管
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供配备改进的固定系统的自动推进型内窥镜装置。 
ŽSOLUTION：内窥镜装置适合于通过体腔内的弯针运动以预定的前进方
向基本上自动地移动。内窥镜装置包括在前端部2和后端部3的两个端部
之间延伸的可变长度管状体1，并且包括用于临时交替地固定前端部2和
后端部3的固定装置4。通过与管状体1相对应的轴向收缩和膨胀同步体腔
壁，该管状体1是由于压缩空气注入管状体而在管状体中产生真空而产生
的。固定装置4的可动夹爪4b的气压致动器5布置在沿着轴向方向沿多通
道支撑体7滑动。在多通道支撑体7中，形成至少一个用于产生真空的抽
吸孔10，该抽吸孔适于将体腔周围的组织拉入固定装置4中。 Ž
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